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人間と計算との関わりは古いが、現在我々が
computer で思い浮かべるような digital computer
が出てくるのは 1940 年代の話で、比較的新しい。
興味深いのは、そうした digital computer の出現

























意味論は 1960 年代末に英国の数学者 Dana Scott
によって始められた領域理論によって基礎付けら
れる。1950 年代末にドイツの論理学者 Paul 
Lorenzen によって直観論理の意味論として導入さ
れた game 意味論は、Blass によって線形論理との
関連が指摘され、この方向に研究を進めることで、
Abramsky 等は長年の懸案であった計算機言語
PCF の完全に抽象的な model を与えることに成功
している。20世紀末の話である。
普通の digital computer では bit は 0 もしくは１
であるが、このふたつの値を任意の割合で重ね合
わせることのできる量子 computer の研究も 1980
年代に始まっている。最初は理論的な研究が主で
あったが、  1994 年に米国の応用数学者 Shor に
よって（古典的な計算機では現実的な時間内に行
えない）素因数分解を現実的な時間内に行う著名
な Shor の algorithm が考案されると、研究は飛躍
的に進展し、2011 年には D-Wave One という世
界最初の商用量子計算機が市場に投入された。
